
サンダース・ジェフ 

 

ヨハネの福音書６章２５節－３５節 

 

「箇所の概論」今日・・・ 

 

「祈り」お祈りいたします 

 

あなたの御名
み な

を 心から賛美します。 主よ、あなたは私たちの造り主、全世

界を支配
し は い

しておられるお方です。 ただ一人、賛美を受けるに ふさわしい

方、私たちの命、私たちの力、 私たちの全てです。あなたのほかに 救いは

ありません。 栄光
えいこう

と誉れ
ほ ま れ

とは、とこしえにあなたのものです。どうか神様

これから私たちを御心のままに導い
みちびい

てください。イエス様の御名によってお

祈りいたします。 

 

「概論
がいろん

」 

 日本の民話
み ん わ

に小さい村に住んでいる石切さんが石を切るお話がありま

す。彼は毎日一生懸命石を切ったり市場
い ち ば

でお客さんに売っていました。彼の

服はいつも汚れていたし手も傷
きず

だらけでした。ある日仕事している時、疲れ

てきてそばの木の下で昼寝をすることにしました。でも間もなく長い行列が

通っている騒音
そうおん

で彼は目を覚ましました。行列の中に王座
お う ざ

に座り運ばれてい

る王様が見えました。王様は強 力
きょうりょく

な支配
し は い

者
しゃ

で周りの人から尊敬
そんけい

されていま

した。「王様はいいな、石を切るより王様として働きたい」と石切さんは言

いました。それを言うと彼は王様に変わって、素敵な服を着て皆さんに運ん

でもらっていました。「わああすげえな。これは最高！」でもしばらくして

太陽が雲から出てきてギラギラかがやきました。「いや暑い！これは最悪

だ。王様より太陽の方が本当に強いのではないか。太陽になりたい」と彼は

言いました。すると彼は王様から太陽に変わって明るく輝き
かがやき

ました。新しい

力を楽しんでいると彼を大きい雲が覆っ
お お っ

て輝く
かがやく

ことができなくなりました。

どんなに努力してみても無駄でした。太陽より雲
くも

の方が強い、ということに

気がついて大変落ち込んで来ました。「もし雲になれるならば、何もいらな

い」といったら雲に変わりました。太陽を輝く
かがやく

のを止め
と め

させることができる

だけではなく、彼は雲として好きなだけ雨を降らせたり洪水
こうずい

を引き起こした

りしました。引き起こした洪水
こうずい

で家
いえ

や木
き

などを流し
な が し

ました。大きな石
いし

以外な



んでも流すことができました。大きな石
いし

以外。彼はまだ自分よりも強 力
きょうりょく

な

ものがあることに気づきました。その時、彼は石切さんに戻りました。彼の

服はまだ汚れたし手も傷
きず

だらけだったけれども満足でした。 

 これはただの民話
み ん わ

ですけど、私たちは石切さんとそんなに違いがない

のではないだろうか。石切さんと私たちの考え方はそんなに遠くないのでは

ないだろうか。「仕事で昇進
しょうしん

できればいいのに」とか「給料上がればいい

な」「綺麗になれば十分だ」「少なくとも友達が 1 人できれば嬉しくなる」

とか「日本語を話せれば幸せ！」とか。そして私たちは自分の状態
じょうたい

があま

り好きじゃない時どうしますか。私たちの人生があまり好きじゃない時どう

しますか。今の自分に満足していない時どうしますか。頑張って働くんじゃ

ないですか？ 本当に満足していない時一生懸命努力するんじゃないです

か。成功
せいこう

したいと思うなら、一生懸命努力しなきゃ。満足しようと思うな

ら、自分次第
し だ い

ですね。 

 

 自分自身の努力なしで本当に幸せになれるとは信じにくいです。私た

ちは自分以外の力で生活の中で満足できるとは考えません。これは単に私た

ちの人間
にんげん

性
せい

の問題ですね。クリスチャンでも人間
にんげん

の堕落
だ ら く

以来、幸せな生活を

送るためには自分を信頼
しんらい

しがちです。自分の生活に完全に満足することはな

いのではないでしょうか。しかし私達をすっかり満たすためにイエス様がす

でに来ました。でもイエスキリストが私達に満足をくださることができます

か。それは本当に可能ですか。今日の箇所を通してキリストがあなたの人生

に充実
じゅうじつ

感
かん

をもたらすことができる唯一
ゆいいつ

の人だということを深く考えましょ

う。今日の説教には３つのポイントがあります。キリストの提供
ていきょう

する満足

は果てしなく、無償
むしょう

で、ほかには何も必要としないということについての３

つのポイントです。 

 

「第１のポイント」キリストの提供する満足は果てしないということです。 

 ヨハネの福音書をよく知っていれば、イエス様はもう洗礼
せんれい

を受けたし

ヤコブの井戸
い ど

でサマリアの女に出会ったし王室の役人の息子と池
いけ

の周りの足

の不自由な人を癒し
い や し

ました。そして 5000 人にパン５つと魚２匹から与えま

した。その結果、今イエスに従う群衆は大きくなってきました。でもこの群

衆は下心
したごころ

があってイエス様を王にしたがっていました。ヨハネの福音書６

章 15 節をご覧ください。「イエスは、人々がやって来て、自分を王にする



ために連れて行こうとしているのを知り、再びただ一人で山に退か
しりぞか

れた。」

この群衆はイエス様が偉い
え ら い

先生であることを知りましたけれども、彼が言っ

たことの真意
し ん い

が分かりませんでした。群衆は彼を王にしようとしながら、彼

の王権
おうけん

と国は全く分かりませんでした。すでに海の向こう側でイエスを見つ

けた時、「いつここに来たか」という質問しました。でもイエスはそれに答

えるより、むしろ彼らの動機
ど う き

を指摘
し て き

しました。26 節を見てください。「あな

たがたが私を探しているのは、しるしを見たからではなく、パンを食べて

満腹
まんぷく

したからです。」彼らはお腹がいっぱいでしたけど印の真意
し ん い

を理解でき

ませんでした。群衆は印のパンだけを見ました。 

 27 節でイエス様は群衆に話しかけ続けます。「なくなってしまう食べ

物のためではなく、いつまでもなくならない、永遠
えいえん

のいのちに至る食べ物の

ために働きなさい。」前日の食べたパンは奇跡
き せ き

によって備えられましたが、

物理
ぶ つ り

的
てき

なパンだけですね。使ったら消滅
しょうめつ

するものですね。イエス様が言お

うとしていることは、なくなる物や崩れる
く ず れ る

物の為に働かないでくださいとい

うことです。新しい iPhone の為に働かないでね。来年アップルの新型
しんがた

が出

るよ。この箇所でイエス様は群衆の物質
ぶっしつ

的
てき

な欲望
よくぼう

について話していました。

人の子が提供
ていきょう

する、永遠に命を支える
さ さ え る

ことができる食物のために働きなさ

い。もちろん、イエスは自分のことを言っていましたが、群衆は理解できま

せんでした。 

 

「実例」 

 皆様はすでに知っていると思いますが、娘はドラえもんが大好きで

す。毎日のように見ています。私が家に帰ると娘はいつも私に挨拶します

が、ある日おかしいことが起こりました。家に入ったら、「ただ今」と言っ

たけど「お帰り」と言った人は 妻しかいなかったですよ。「あれ？ エメ

リーはいないの？」でもリビングに入ったらエメリーがいました。「ああエ

メリーただ今。」ともう一度言ってもドラえもんに夢中になっていて、何も

言わないでテレビを見続けました。私は娘を愛しているので彼女を助けると

決めました。ですからテレビの前に立ってやりました。でもエメリーは私の

顔を見ないで「どいて、見えないよ」といいました。びっくりしました。 

 

「適用」 

 「へえ僕よりドラえもんが大切なの」と考えました。まあー彼はどこ

でもドアを持っているけど彼は毎日必要なものを与えてくれる？ 絶対ない

よ。そのあとこの箇所を思い出して「群衆についてイエス様はそう思ってい



たかな」と考えました。「へえ！パン？！それより私の方が大切じゃない

の。」私たちは人間だから現在を 強 調
きょうちょう

しすぎになりがちですね。例えば

昇進
しょうしん

しても新しいものを手に入れても、まだ満足
まんぞく

することができません。

次の昇進
しょうしん

か次の新型も考え始めます。その新しいものがあったら素敵な生

活を送れるに違いないと考えている人は多いです。でも喉から手が出るほど

欲しがっているものを手に入れても、すぐがっかりします。すぐ失望しま

す。そいうものは素敵な生活を与えることができませんから。満足すること

ができません。 

 この箇所を通してイエス様は私たちに物質
ぶっしつ

的
てき

な物となくなってしまう

物に夢中になることをやめるべきだと伝え
つ た え

ようとしています。イエスは「永

遠の命に至る食べ物の為に働きなさい。」と言われました。それだけは、い

つまでも続きますから。そんなに現在や色々なものを目指し
め ざ し

ていれば神様の

臨在
りんざい

と愛を経験
けいけん

しにくいです。でも私たちの必要なものが大切じゃないわけ

ではありません。そしてイエス様は私達に必要な物を与えないわけではあり

ません。しかし、イエスは群衆に、提供
ていきょう

した食物
しょくもつ

が永遠に維持
い じ

すると考え

ているなら、彼らは失望するということを理解してほしいと思っておられま

す。そしてイエスは、群衆に彼らの善行
ぜんこう

が永遠の命を達成
たっせい

しないことを理解

してほしいと思っておられます。なぜならキリストの備えられる満足は無料

ですから。それは私の次のポイントです。 

 

「第２のポイント」キリストの提供する満足は無償
むしょう

です。 

 誤解
ご か い

を解く
ほ ど く

ためにイエス様が自分で群衆にそのなくならないパンを提

供すると言われました。イエスはダニエル７章のメシアを指す言葉を使用
し よ う

し、群衆には、人の子がそのパンを与えることを伝えます。その名前を使っ

た理由はそういう食べ物を与える権限
けんげん

を示めすためです。しかも、27 節によ

るとこの人の子に、神である父が証印
しょういん

を与られたのです。でも群衆はまた

わからなかったです。群衆はその食べ物が神様からの贈り物ということを理

解できませんでした。群衆は、彼らが何をすべきかを尋ねる
た ず ね る

代わりに、この

パンを与えるのは誰なのかを尋ねる
た ず ね る

べきでした。パンを贈り物として受け入

れるのではなく、彼らがそれを取得
しゅとく

するために何をするべきかと尋ねまし

た。「どうする。どうすればいい？このパンを受け取るために私はどのぐら

い大変なことをすればいいですか？」という感じでした。でも群衆の自信は

高すぎました。群衆は神様から命令されたことを自分がなんでもできるとい



う自信がありました。彼らは達成
たっせい

する能力
のうりょく

を疑う
うたがう

ことはなかったです。で

もイエスは群衆に単純に神様から遣わされたものを信じなさい。自分自身を

信じるのではなく人の子への信仰によってこのパンをもらうことができると

言いました。 

 

「適用」 

神は私たちにもっと一生懸命頑張ることを要求
ようきゅう

していませんが、神がすで

に成し遂げ
な し と げ

たことを信じるよう望んでおられます。イエスの贖い
あがない

の犠牲
ぎ せ い

のお

かげで、救いのためにキリストだけに信仰を置く人は永遠のいのちを保障
ほしょう

さ

れています。でも神様や他の人を信じるより自分自身の方が信じやすいの

で、私たちは自分だけに頼る
た よ る

傾向
けいこう

があります。歴史を通してそう考えている

人は多かったです。でも救いについてキリスト教は別の宗 教
しゅうきょう

と違い
ち が い

ます。

なぜなら私たちの救いは私たち自身次第ではなく、他の誰かに完全に依存
い ぞ ん

し

ていますから。救いを手に入れるために自分自身を信じるなら、いつも心配

になって十分にやっているかな、と不安になります。そんな心配をしなくて 

いいように、イエス様は来ました。ローマ人への手紙３章によると「しかし

今や、律法
りっぽう

とは関わり
か か わ り

なく、神の義が示されました。すなわち、イエス・キ

リストを信じることによって、信じるすべての人に与えられる神の義です」

そして、イエス様の義を通して満足な生活を送ることができます。ヨハネの

福音書 10 章 10 節イエスが「盗人
ぬすびと

が来るのは、盗ん
ぬ す ん

だり、殺し
こ ろ し

たり、滅ぼし
ほ ろ ぼ

たりするためにほかなりません。わたしが来たのは、 羊
ひつじ

たちがいのちを得

るため、それも豊かに得るためです」と言いました。しかもイエスの贖い
あがない

の

犠牲
ぎ せ い

のおかげで、私たちの 魂
たましい

は満たされ、この豊かな命を生きることがで

きます。その結果、他のものに対する私たちの欲求
よっきゅう

は減少
げんしょう

していきます。

そして最後のポイントは・・・ 

 

「第３のポイント」キリストの提供する満足は、ほかには何も必要としない

のです。 

次、群衆はイエスに他の印をするように頼みました。今までイエスは権威
け ん い

を

持って教えたり、印と大いなる奇跡
き せ き

を行っ
おこなっ

たりしました。そして最近 少 量
しょうりょう

の食べ物だけで 5000 人に与えました。でも群衆は満足しないでもっと欲し

がりました。そこで群衆はイエスをモーセと比較
ひ か く

し始めました。「あなたが

5000 人に食事をあたえたのは感心しないよ。私たちの先祖
せ ん ぞ

は 40 年間荒野
あ ら の

で



マナを食べた」「あなたが私たちに感銘
かんめい

を与えたいなら、モーセよりも大き

な奇跡
き せ き

を行う方が良いでしょう。」「もっとパンを作り始めた方が良いでし

ょう。それとも別のレシピを使った方が良いでしょう。」という感じです

ね。群衆は、モーセではなく先祖
せ ん ぞ

に食べ物を与えたのは実際
じっさい

には神であるこ

とを理解していませんでした。次の節でイエス様は群衆に答えました。「そ

れで、イエスは彼らに言われた「まことに、まことに、あなた方に言いま

す。モーセがあなたがたに天からのパンを与えたのではありません。わたし

の父が、あなたがたに天からのまことのパンを与えてくださるのです。神の

パンは、天から下ってきて、世にいのちを与えるものなのです。」 

 

「適用」 

私達は祝福
しゅくふく

のためにイエスに従おうと思いますか？私たちの罪のために、

イエスが私たちのためにすでにしてくださったことに満足していない、あり

得ますか？私たちはなかなか満足しないので、イエス様は私達に何回も祝福

しなければならないという感じがしますか。昇進
しょうしん

しても仕事をする途中
とちゅう

に

興味がなくなってしまったら、落ち込み始めます。あるいは色々なテスト

（トーフル）で満点を取れば嬉しくなるでしょう。でもしばらくして他のテ

スト（トーイック）に不合格になって不満になります。そしたら、私たちは

次の神様からの祝福が私たちを満足させるのを待ち続けます。この章の 58

節でイエスが「これは天から下って来たパンです。先祖
せ ん ぞ

が食べて、なお死ん

だようなものではありません。このパンを食べるものは永遠に生きます。す

なわち、イエスが言っているのは、あなたが私のパンを食べれば、他に何も

必要ないということです。「命を与えるのは私のパンです。 私は世界に命

を与えます。私のパンを食べなさい」 

 

「結論」 

さて最後の部分に達しました。34 節を見ると群衆はどうやら分かってきまし

た。「そこで、彼らはイエスに言った。「主よ、そのパンをいつも私たちに

お与えください。」」と書いてあります。やった！とうとう分かってきまし

たね。でも実は人々はまだ理解していませんでした。なぜかというと彼らは

イエス様の与えたパンが何かをわかっていなかったんです。次の節をご覧く

ださい。「イエスはいわれた。「わたしがいのちのパンです。わたしのもと

に来る者は決して飢える
う え る

ことがなく、わたしを信じる者はどんなときにも、

決して乾く
か わ く

ことがありません。」」この節で、イエスは自分自身を明らかに

して、指し示し
さ し し め し

、自分自身がパンだと言っています。イエスは「私があなた

に与えたものに満足しないでください、私に満足してください」とおっしゃ



っています。世に命を与えるものは昇進
しょうしん

じゃなくて、満点じゃなくて、新

しい友達じゃなくて、イエス様です。私たちを満足させるためにイエスキリ

ストは来ました。しかし、満足は、汚れた服や傷の手ではなく、いばらの

冠
かんむり

、十字架、そして死によってもたらされました。私達は満足な生活を出

来るのはイエスが神様の怒りを満足させたからなのです。私達は救わ
す く わ

れたの

で、不安や非難
ひ な ん

から自由に生きることができます。イエス様の血によって提

供される豊かな生活が出来ます。私達は様々なものを、自分たちを満たす
み た す

こ

とができる神様のように追い求め
お い も と め

続けてしまうのです。真
しん

の命のパンではな

く、他のものを命のパンのように追い求め
お い も と め

続けてしまうのです。私達が様々

なものを、喜びを感じるために、自分の価値
か ち

を生み出す
う み だ す

ために、満たされる

ために、追い求め
お い も と め

ますが、実は、私達が気づいていないのは、そのようなも

のを与えてくださる方
かた

が私達を追い求め
お い も と め

て下さっているのです。神様からも

らった一人子によって、もらった命のパンによって、その憧れ
あこがれ

ている生活を

得ることが出来ます。そこで物事
ものごと

を神とは考えず、むしろ物事
ものごと

を神から提供

されると考え始めます。そして持っているものをもっと楽しめます。その物

事の提供者
ていきょうしゃ

しか満足な生活をあたえることができません。命のパンである

イエスはあなたを満足させることができる唯一
ゆいいつ

の人です。私はすでにイエス

を信じている人にこれを言います。今日イエスを味わってください。彼だけ

があなたを満足させます。私はイエスを信じていない人にこれを言います。

この世界には魅力
みりょく

的
てき

で多くのものがあります。しかし、あなたの 魂
たましい

に満足

を与えることができません。私の祈りは、あなたが今日イエスを信じること

です。皆さんお祈りしましょう。 


